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（趣旨） 

第１条 島根大学大学院医学系研究科（以下「研究科」という。）に関する事項については，

大学院学則（平成１６年島大学則第３号）に定めるもののほか，この規則の定めるとこ

ろによる。 
 （教育上の目的） 
第１条の２ 研究科は，医学及び看護学に関する学術の理論及び応用を教授研究すること

によって，医学と看護学の更なる発展と人類の福祉の向上に寄与することを目的とし，

第２条に定める各専攻については，次の各号に掲げるとおりとする。 

 一 医科学専攻博士課程は，医学の専門領域及び関連領域で自立して独創的研究活動を 
行うに足る高度の研究能力，豊かな学識と人間性を備えた教育，研究の指導的役割を 
担う人材の育成を図るとともに，医療に求められる高度な専門知識・技術及び研究能 
力を備えた臨床医の育成を目的とする。 

 二 看護学専攻博士後期課程は，高水準で独創的な超高齢看護学研究を自立して実施し，

超高齢看護学の発展に寄与できる教育研究者の育成を目的とする。 

 三 医科学専攻修士課程は、医学部医学科以外出身の者に，総合的・学際的サイエンス

としての医科学の視点を付与し，島根大学及び地域における独自の研究・教育の実績

を，教育・訓練を通じて学生に還元することによって，老年・若年人口対策、医食同

源等の分野に関わる研究・教育，社会事業・企業活動などに，医科学の基礎と専門知

識を持って携わることのできる人材の育成を目的とする。 

 四 看護学専攻博士前期課程は，豊かな人間性と幅広い視野を基盤として科学的な視点

から看護学の学識を教授研究し，卓越した看護実践能力と創造的な研究能力を持つ人

材の育成を目的とする。 

（課程及び専攻） 
第２条 研究科の課程は，博士課程及び修士課程とする。 
２ 博士課程に，次の専攻及びコースを置く。 
  医科学専攻 
   研究者育成コース，高度臨床医育成コース，がん専門医療人育成コース，総合診療・

地域医療コース 
  看護学専攻博士後期課程 
３ 修士課程に，次の専攻及びコースを置く。 
  医科学専攻 

総合医科学コース，がん専門薬剤師養成コース，地域医療支援コーディネータ養成

コース，医療シミュレータ教育指導者養成コース，地域包括ケア人材養成コース（医



療経営重点） 
  看護学専攻博士前期課程 

看護援助学コース，看護管理学コース，地域・在宅看護学コース，母子看護学コー

ス，がん・成人看護学コース，高齢者看護学コース，がん看護ＣＮＳコース，老人

看護ＣＮＳコース，助産学コース 
 （教育及び研究における教員組織） 
第２条の２ 研究科の教育及び研究における教員組織は，本学の教授，准教授，講師及び

助教のうち，研究科における研究指導教員又は担当教員の資格を有し，研究科教授会が

認めた者をもって編成する。 
（教育方法及び指導教員） 

第３条 研究科における教育は，授業科目の授業及び学位論文の作成等に対する指導（以

下「研究指導」という。）によって行うものとする。 
２ 前項の研究指導を行うため，学生ごとに所属する専攻の教員のうちから指導教員を置

く。 
３ 前項の指導教員のほかに，副指導教員を置くことができる。 
 （研究指導計画及び研究・研修実績報告） 
第３条の２ 指導教員は，一年間の研究指導の計画を学生にあらかじめ明示するために，

学生ごとに学位論文等の作成に対する研究指導計画書を作成し，研究科長に提出しなけ

ればならない。 
２ 学生は，一年間の研究・研修の実績について，年度末に研究・研修実績報告書を作成

し，指導教員の確認の後，研究科長に提出しなければならない。 

（授業科目及び履修単位数） 
第４条 博士課程における専攻の授業科目及び履修単位数は，別表第１及び別表第２のと

おりとする。 
２ 修士課程における専攻の授業科目及び履修単位数は，別表第３及び別表第４のとおり

とする。 
３ 大学院学則第２１条又は第３７条の規定に該当する者のうち，別表第１，別表第２，

別表第３又は別表第４に定める授業科目の授業を当該年次に履修できない者は，研究科

長の許可を得て，当該年次を変更し，履修することができる。 
（他の大学の大学院等における研究指導） 

第５条 学生は，他の大学の大学院又は研究所等において，必要な研究指導を受けること

ができる。ただし，研究指導を受ける期間は，修士課程については１年を，博士課程に

ついては２年を超えることができない。 
２ 前項に定めるもののほか，他の大学の大学院又は研究所等における研究指導について

は，別に定める。 
（授業科目の選定等） 

第６条 履修する授業料目の選定は，指導教員の指示に従うものとする。 
２ 博士課程において，指導教員は，教育研究上必要と認めるときは，学生に他の専攻の



授業科目を履修させることができる。 
３ 前項の規定により履修した授業料目について修得した単位は，１０単位を限度として，

第１１条第１項に定める課程修了の要件となる単位に充当することができる。 
（単位修得の認定） 

第７条 各授業科目の単位修得の認定は，試験又は研究報告により行う。 
（転入学等の場合の取扱い） 

第８条 大学院学則第１２条から第１４条までの規定により，転入学等を許可された者の

既に履修した授業科目及び修得した単位数の取扱い並びに修学年限，在学年限について

は，医科学専攻博士課程委員会，看護学専攻博士後期課程委員会，医科学専攻修士課程

委員会又は看護学専攻博士前期課程委員会の議を経て研究科長が決定する。 
（他の大学の大学院における授業科目の履修等） 

第９条 学生は，指導教員の指導により他の大学の大学院（外国の大学院を含む。）の授業

科目を履修することができる。 
２ 前項の規定により修得した単位は，１０単位を限度として，研究科において修得した

ものとみなす。 
３ 前２項に定めるもののほか，他の大学の大学院（外国の大学院を含む。）における授業

科目の履修については，別に定める。 
 （社会人学生に対する教育方法の特例） 
第９条の２ 研究科教授会が教育上特別の必要があると認めたときは，夜間その他特定の

時間又は時期に授業及び研究指導を行うことができる。 
（履修に関するその他の事項） 

第１０条 第３条から第９条までに定めるもののほか，授業科目の履修に関し，必要な事

項は別に定める。 
 （学位論文等） 
第１０条の２ 学生は，指導教員の承認を得て，所定の期日までに，学位論文又は特定の

研究についての成果（以下「学位論文等」という。）を研究科長に提出しなければならな

い。 
２ 学位論文等の審査及び最終試験に関する事項については，別に定める。 

（課程修了の要件） 
第１１条 医科学専攻博士課程の修了の要件は，大学院に４年以上在学し，別表第１に定

める授業科目について３０単位以上を修得し，かつ，必要な研究指導を受けた上，学位

論文の審査及び最終試験に合格することとする。ただし，在学期間に関しては，優れた

研究実績を上げた者については，３年以上在学すれば足りるものとする。 
２ 看護学専攻博士後期課程の修了の要件は，大学院に３年以上在学し，別表第２に定め

る授業科目について１６単位以上を修得し，かつ，必要な研究指導を受けた上，学位論

文の審査及び最終試験に合格することとする。ただし，在学期間に関しては，優れた研

究実績を上げた者については，２年以上在学すれば足りるものとする。 
３ 修士課程の修了の要件は，大学院に２年以上在学し，別表第３及び別表第４に定める



授業科目について３０単位以上を修得し，かつ，必要な研究指導を受けた上，学位論文

又は特定の課題についての研究の成果の審査及び最終試験に合格することとする。ただ

し，在学期間に関しては，優れた研究実績を上げた者については，１年以上在学すれば

足りるものとする。 
 （組織的研修等） 
第１２条 研究科は，授業及び研究指導の内容並びに方法の改善を図るため，組織的な研

修及び研究を実施するものとする。 
 

附 則 
１ この規則は，平成１６年４月１日から施行する。 
２ 島根大学大学院学則（平成１６島大学則第３号）附則第２項の規定に基づき，平成１

５年９月３０日において島根医科大学大学院医学系研究科（以下「旧島根医科大学大学

院医学系研究科」という。）に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成１６年４

月以降に在学者の所属する年次に再入学又は転入学する者（以下「再入学者等」という。）

が，旧島根医科大学大学院医学系研究科を修了するために必要であった教育課程の履修

は，島根大学大学院医学系研究科が行うものとし，在学者及び再入学者等の教育課程に

関し必要な事項は，別に定める。 
附 則 

１ この規則は，平成１８年４月１日から施行する。 
２ 平成１７年度以前の入学者（当該入学者と同学年に転入学，再入学する者を含む。）の

履修については，この規則による改正後の島根大学大学院医学系研究科規則別表第３の

規定にかかわらず，なお従前の例による。 
３ 前項の規定によりなお従前の例によることとされる平成１７年度以前に入学した者に

係る授業科目には，改正後の島根大学大学院医学系研究科規則別表第３に規定する＊印

を付した授業科目を加えることができる。 
４ 前項の規定に基づき履修した授業科目について修得した単位は，島根大学大学院医学

系研究科規則第１１条第２項に規定する単位としては認定しないものとする。 
附 則 

１ この規則は，平成１９年４月１日から施行する。 
２ 平成１８年度以前の入学者（当該入学者と同学年に転入学，再入学する者を含む。）の

履修については，この規則による改正後の島根大学大学院医学系研究科規則別表第１及

び別表第３の規定にかかわらず，なお従前の例による。 
３ 前項の規定によりなお従前の例によることとされる平成１８年度以前に入学した者に

係る授業科目には，改正後の島根大学大学院医学系研究科規則別表第１及び別表第３に

規定する＊印を付した授業科目を加えることができる。 
４ 前項の規定に基づき履修した別表第３の授業科目について修得した単位は，島根大学

大学院医学系研究科規則第１１条第２項に規定する単位としては認定しないものとする。 
附 則 



１ この規則は，平成２０年４月１日から施行する。 
２ 平成１９年度以前の入学者（当該入学者と同学年に転入学，再入学する者を含む。）の

履修については，この規則による改正後の島根大学大学院医学系研究科規則別表第１及

び別表第２の規定にかかわらず，なお従前の例による。 
３ 前項の規定によりなお従前の例によることとされる平成１９年度以前に入学した者に

係る授業科目には，改正後の島根大学大学院医学系研究科規則別表第１に規定する＊印

を付した授業科目を加えることができる。 
附 則 

この規則は，平成２０年１０月８日から施行し，改正後の第２条の２の規定については，

平成２０年８月１日から適用する。 
附 則 

１ この規則は，平成２１年４月１日から施行する。 

２ 平成２０年度以前の入学者（当該入学者と同学年に転入学，再入学する者を含む。）の

履修については，この規則による改正後の島根大学大学院医学系研究科規則別表第１，

第２及び別表第３の規定にかかわらず，なお従前の例による。 

３ 前項の規定によりなお従前の例によることとされる平成２０年度以前に入学した者に

係る授業科目には，改正後の島根大学大学院医学系研究科規則別表第１，第２及び別表

第３に規定する＊印を付した授業科目を加えることができる。 

４ 前項の規定に基づき履修した別表第３の授業科目について修得した単位は，島根大学

大学院医学系研究科規則第１１条第２項に規定する単位としては認定しないものとする。 

附 則 

 この規則は，平成２１年５月１３日から施行し、改正後の島根大学大学院医学系研究科

規則第１条の２の規定は, 平成２１年４月１日から適用する。 

附 則 

１ この規則は，平成２３年４月１日から施行する。 

２ 平成２２年度以前の入学者（当該入学者と同学年に転入学，再入学する者を含む。）

の履修については，この規則による改正後の島根大学大学院医学系研究科規則別表第３

の規定にかかわらず，なお従前の例による。 

３ 前項の規定によりなお従前の例によることとされる平成２２年度以前に入学した者に

係る授業科目には，改正後の島根大学大学院医学系研究科規則別表第３に規定する＊印

を付した授業科目を加えることができる。 

４ 前項の規定に基づき履修した授業科目について修得した単位は，島根大学大学院医学

系研究科規則第１１条第２項に規定する単位としては認定しないものとする。 

附 則 

１ この規則は，平成２５年４月１日から施行する。 

２ 平成２４年度以前の入学者（当該入学者と同学年に転入学，再入学する者を含む。）

の履修については，この規則による改正後の島根大学大学院医学系研究科規則別表第１

の規定にかかわらず，なお従前の例による。 



３ 前項の規定によりなお従前の例によることとされる平成２４年度以前に入学した者に

係る授業科目には，改正後の島根大学大学院医学系研究科規則別表第１に規定する＊印

を付した授業科目を加えることができる。 

附 則 

１ この規則は，平成２６年４月１日から施行する。 

２ 平成２５年度以前の入学者（当該入学者と同学年に転入学，再入学する者を含む。）

の履修については，この規則による改正後の島根大学大学院医学系研究科規則別表第１

の規定にかかわらず，なお従前の例による。 

３ 前項の規定によりなお従前の例によることとされる平成２５年度以前に入学した者に

係る授業科目には，改正後の島根大学大学院医学系研究科規則別表第１に規定する＊印

を付した授業科目を加えることができる。 

附 則 

１ この規則は，平成２７年４月１日から施行する。 

２ 平成２６年度以前の入学者（当該入学者と同学年に転入学，再入学する者を含む。）

の履修については，この規則による改正後の島根大学大学院医学系研究科規則別表第２

の規定にかかわらず，なお従前の例による。 

３ 前項の規定によりなお従前の例によることとされる平成２６年度以前に入学した者に

係る授業科目には，改正後の島根大学大学院医学系研究科規則別表第２に規定する＊印

を付した授業科目を加えることができる。 

   附 則 
 この規則は，平成２７年４月８日から施行し，平成２７年４月１日から適用する。 

附 則 

１ この規則は，平成２８年４月１日から施行する。 

２ 平成２７年度以前の入学者（当該入学者と同学年に転入学，再入学する者を含む。）

の履修については，この規則による改正後の島根大学大学院医学系研究科規則別表第１

及び別表第４の規定にかかわらず，なお従前の例による。 

３ 前項の規定によりなお従前の例によることとされる平成２７年度以前に入学した者に

係る授業科目には，改正後の島根大学大学院医学系研究科規則別表第１に規定する＊印

を付した授業科目を加えることができる。 

４ 前項の規定に基づき履修した別表第１の授業科目について修得した単位は，島根大学

大学院医学系研究科規則第１１条第１項に規定する単位としては認定しないものとする。 

   附 則 
 この規則は，平成２８年４月１日から施行する。 
   附 則 
１ この規則は，平成２９年４月１日から施行する。 
２ この規則による改正前の島根大学大学院医学系研究科規則別表第３の規定に基づき，

平成２８年度以前の入学者（当該入学者と同学年に転入学又は再入学する者を含む。）が

履修した同表の授業科目について修得した単位は，島根大学大学院医学系研究科規則第



１１条第３項に規定する単位として認定するものとする。 
附 則 

１ この規則は，平成３０年４月１日から施行する。 
２ 平成２９年度以前の入学者（当該入学者と同学年に転入学，再入学する者を含む。）の

履修については，この規則による改正後の島根大学大学院医学系研究科規則別表第１，

別表第３及び別表第４の規定にかかわらず，なお従前の例による。 
３ 前項の規定によりなお従前の例によることとされる平成２９年度以前に入学した者に

係る授業科目には，改正後の島根大学大学院医学系研究科規則別表第３及び別表第４に

規定する＊印を付した授業科目を加えることができる。 
４ 前項の規定に基づき履修した別表第３及び別表第４の授業科目について修得した単位

は，島根大学大学院医学系研究科規則第１１条第１項に規定する単位としては認定しな

いものとする。 
   附 則 
 この規則は，平成３０年４月１日から施行する。 
   附 則 
１ この規則は、平成３１年４月１日から施行する。 
２ 平成３０年度以前の入学者（当該入学者と同学年に転入学，再入学する者を含む。）の

履修については，この規則による改正後の島根大学大学院医学系研究科規則別表第４の

規定にかかわらず，なお従前の例による。 
３ 前項の規定によりなお従前の例によることとされる平成３０年度以前に入学した者に

係る授業科目には，改正後の島根大学大学院医学系研究科規則別表第４に規定する＊印

を付した授業科目を加えることができる。 
４ 前項の規定に基づき履修した別表第４の授業科目について修得した単位は，島根大学

大学院医学系研究科規則第１１条第３項に規定する単位としては認定しないものとする。 
   附 則 
１ この規則は、令和２年４月１日から施行する。 
２ 令和元年度以前の入学者（当該入学者と同学年に転入学，再入学する者を含む。）の履

修については，この規則による改正後の島根大学大学院医学系研究科規則別表第４の規

定にかかわらず，なお従前の例による。 
３ 前項の規定によりなお従前の例によることとされる令和元年度以前に入学した者に係

る授業科目には，改正後の島根大学大学院医学系研究科規則別表第４に規定する＊印を

付した授業科目を加えることができる。 
４ 前項の規定に基づき履修した別表第４の授業科目について修得した単位は，島根大学

大学院医学系研究科規則第１１条第３項に規定する単位としては認定しないものとする。 
   附 則 
１ この規則は，令和２年４月１日から施行する。 
２ 令和元年度以前の入学者（当該入学者と同学年に転入学，再入学する者を含む。）の履

修については，この規則による改正後の島根大学大学院医学系研究科規則別表第１の規



定にかかわらず，なお従前の例による。 
附 則 

１ この規則は，令和２年４月１日から施行する。 
２ 令和元年度以前の入学者（当該入学者と同学年に転入学，再入学する者を含む。）の履

修については，この規則による改正後の島根大学大学院医学系研究科規則別表第４の規

定にかかわらず，なお従前の例による。 
   附 則 

 この規則は，令和３年１月１日から施行する。 

附 則 
１ この規則は，令和３年４月１日から施行する。 
２ 令和２年度以前の入学者（当該入学者と同学年に転入学，再入学する者を含む。）の履

修については，この規則による改正後の大学院医学系研究科規則別表第１及び別表第４

の規定にかかわらず，なお従前の例による。 
附 則 

１ この規則は，令和４年４月１日から施行する。 
２ 令和３年度以前の入学者（当該入学者と同学年に転入学，再入学する者を含む。）の履

修については，この規則による改正後の大学院医学系研究科規則別表第１及び別表第４

の規定にかかわらず，なお従前の例による。 
附 則 

１ この規則は，令和４年４月１日から施行する。 
２ 令和３年度以前の入学者（当該入学者と同学年に転入学，再入学する者を含む。）の履

修については，この規則による改正後の大学院医学系研究科規則別表第１及び別表第３

の規定にかかわらず，なお従前の例による。ただし，別表第１に記載のある 
Sustainability science and SDGs，Science for a sustainable society and future Earth，
特別実践研究（ＰＢＬ型授業），別表第３に記載のある 持続性科学とSDGsについては，

令和３年度以前の入学生（当該入学生と同学年に再入学又は転入学する者も含む。）にあ

っても適用する。 



別表第１（第１１条第１項関係）

講義
演習

実験
実習

医学総合研究特論Ⅰ 1･2 1

医学総合研究特論Ⅱ 1･2 1

基礎医科学 1･2 1 2

応用医科学 1･2 1 2

臨床医科学 1･2 1 2

臨床腫瘍学総論 1･2 2 1

細胞生物学Ⅰ 1･2･3･4 2 3

細胞生物学Ⅱ 1･2･3･4 2 3

組織・器官系の構造と機能Ⅰ 1･2･3･4 2 3

組織・器官系の構造と機能Ⅱ 1･2･3･4 2 3

組織・器官系の構造と機能Ⅲ 1･2･3･4 2 3

器官系の病態構造Ⅰ 1･2･3･4 2 3

器官系の病態構造Ⅱ 1･2･3･4 2 3

器官系の病態構造Ⅲ 1･2･3･4 2 3

器官系の病態構造Ⅳ 1･2･3･4 2 3

発生生物学Ⅰ 1･2･3･4 2 3

発生生物学Ⅱ 1･2･3･4 2 3

先天異常Ⅰ 1･2･3･4 2 3

先天異常Ⅱ 1･2･3･4 2 3

老化Ⅰ 1･2･3･4 2 3

老化Ⅱ 1･2･3･4 2 3

老化Ⅲ 1･2･3･4 2 3

発癌Ⅰ ○ 1･2･3･4 2 3

発癌Ⅱ ○ 1･2･3･4 2 3

腫瘍生物学Ⅰ ○ 1･2･3･4 2 3

腫瘍生物学Ⅱ ○ 1･2･3･4 2 3

腫瘍生物学Ⅲ ○ 1･2･3･4 2 3

腫瘍生物学Ⅳ ○ 1･2･3･4 2 3

臨床腫瘍学Ⅰ ○ 1･2･3･4 2 3

臨床腫瘍学Ⅱ ○ 1･2･3･4 2 3

臨床腫瘍学Ⅲ ○ 1･2･3･4 2 3

臨床腫瘍学Ⅳ ○ 1･2･3･4 2 3

臨床腫瘍学Ⅴ ○ 1･2･3･4 2 3

科　目
区　分

選択科目

医理工農
連携プロ
グラム開
設科目

選　　択
必修科目

単　位　数
授業を行う

年次

必修科目

地域がん
専門医育
成コース
の専門科
目

授　　業　　科　　目



臨床腫瘍学Ⅵ ○ 1･2･3･4 2 3

地域がん治療学 ○ 1･2･3･4 2 3

口腔腫瘍学 ○ 1･2･3･4 2 3

がん医療社会学 ○ 1･2･3･4 2 3

緩和ケア学 ○ 1･2･3･4 2 3

分子機能学Ⅰ 1･2･3･4 2 3

分子機能学Ⅱ 1･2･3･4 2 3

細胞機能学Ⅰ 1･2･3･4 2 3

細胞機能学Ⅱ 1･2･3･4 2 3

細胞内情報制御学Ⅰ 1･2･3･4 2 3

細胞内情報制御学Ⅱ 1･2･3･4 2 3

神経科学Ⅰ 1･2･3･4 2 3

神経科学Ⅱ 1･2･3･4 2 3

神経科学Ⅲ 1･2･3･4 2 3

神経科学Ⅳ 1･2･3･4 2 3

細胞間情報伝達学Ⅰ 1･2･3･4 2 3

細胞間情報伝達学Ⅱ 1･2･3･4 2 3

細胞間情報伝達学Ⅲ 1･2･3･4 2 3

内分泌・代謝学Ⅰ 1･2･3･4 2 3

内分泌・代謝学Ⅱ 1･2･3･4 2 3

内分泌・代謝学Ⅲ 1･2･3･4 2 3

生体システム学Ⅰ 1･2･3･4 2 3

生体システム学Ⅱ 1･2･3･4 2 3

生体機能測定学Ⅰ 1･2･3･4 2 3

生体機能測定学Ⅱ 1･2･3･4 2 3

生体機能測定学Ⅲ 1･2･3･4 2 3

分子病態学Ⅰ 1･2･3･4 2 3

分子病態学Ⅱ 1･2･3･4 2 3

分子病態学Ⅲ 1･2･3･4 2 3

臓器病態学Ⅰ 1･2･3･4 2 3

臓器病態学Ⅱ 1･2･3･4 2 3

臓器病態学Ⅲ 1･2･3･4 2 3

生体病態学Ⅰ 1･2･3･4 2 3

生体病態学Ⅱ 1･2･3･4 2 3

生体病態学Ⅲ 1･2･3･4 2 3

生体病態学Ⅳ 1･2･3･4 2 3

薬物動態学Ⅰ ○ 1･2･3･4 2 3

薬物動態学Ⅱ ○ 1･2･3･4 2 3

選択科目



基礎免疫学Ⅰ 1･2･3･4 2 3

基礎免疫学Ⅱ 1･2･3･4 2 3

臨床免疫学Ⅰ 1･2･3･4 2 3

臨床免疫学Ⅱ 1･2･3･4 2 3

腫瘍免疫学Ⅰ ○ 1･2･3･4 2 3

腫瘍免疫学Ⅱ ○ 1･2･3･4 2 3

移植免疫学Ⅰ 1･2･3･4 2 3

移植免疫学Ⅱ 1･2･3･4 2 3

感染症学Ⅰ 1･2･3･4 2 3

感染症学Ⅱ 1･2･3･4 2 3

感染症学Ⅲ 1･2･3･4 2 3

細胞間相互作用Ⅰ 1･2･3･4 2 3

中毒学Ⅰ 1･2･3･4 2 3

中毒学Ⅱ 1･2･3･4 2 3

個人識別学Ⅰ 1･2･3･4 2 3

個人識別学Ⅱ 1･2･3･4 2 3

環境医学Ⅰ 1･2･3･4 2 3

環境医学Ⅱ 1･2･3･4 2 3

医学・医療情報学Ⅰ 1･2･3･4 2 3

医学・医療情報学Ⅱ 1･2･3･4 2 3

総合診療・地域医療学 1･2･3･4 2 3

医療疫学・統計学 1･2･3･4 2 3

＊Sustainability science and SDGs 1･2･3･4 2

＊Science for a sustainable society and future
Earth 1･2･3･4 1

＊特別実践研究（ＰＢＬ型授業） 1･2･3･4 2

医療のための光工学 ○ 1･2･3･4 2 3

機能性物質・食品の医療応用と環境影響 ○ 1･2･3･4 2 3

医生物学への数学・情報科学の応用 ○ 1･2･3･4 2 3

臨床医学と社会・環境医学への高度情報学の応用 ○ 1･2･3･4 2 3

理工医学のための生物材料学 ○ 1･2･3･4 2 3

放射線の医療応用と同位元素の水環境への影響Ⅱ ○ 1･2･3･4 2 3

知的財産と社会連携 ○ 1･2･3･4 2 3

　研究者育成コース，高度臨床医育成コース及びがん専門医療人育成コースは，必修科目２単
位，選択必修科目３単位及び選択科目２５単位を含む計３０単位以上を修得する。ただし，が
ん専門医療人育成コースの選択科目は，専門科目２５単位を含むものとする。
　総合診療・地域医療コースは，必修科目２単位，選択必修科目３単位及び総合診療・地域医
療学及び医療疫学・統計学を含む選択科目２５単位を含む計３０単位以上を修得する。
　次世代研究者挑戦的研究プログラムの育成生は，＊印の授業科目を修得する。

（備考）

選択科目



別表第２（第１１条第２項関係）

必修 選択

超高齢看護開発特講 1（前） 2

安全ケアシステム開発特講 1（前） 2

研究方法特講 1（前） 2

超高齢看護学研究演習 1（通） 2

超高齢看護学特別研究 1・2・3 6

区分 授業科目名

専門科目

備考
単位数

配当年次

必修科目14単位修
得すること

地域がん治療学 1（後） 2

がん医療社会学 1（後） 2

緩和ケア学 1（後） 2

環境医学Ⅰ 1（後） 2

環境医学Ⅱ 1（後） 2

医学・医療情報学Ⅰ 1（後） 2

総合診療・地域医療学 1（後） 2

臨床医学と社会・環境医学への
高度情報学の応用

1（後） 2

知的財産と社会連携 1（後） 2

機能性物質・食品の医療応用と
環境影響

1（後） 2

修了に必要な単位数

関連科目
選択科目から2単位
以上修得すること

16単位



別表第３（第１１条第３項関係）

（１）総合医科学コース

講義 演習
実験
実習

１ １ 必　　修

１ ２ 必　　修

１ ２ 必　　修

１ ２ 必　　修

１ ２ 必　　修

１ ２ 必　　修

１ ２ 必　　修

１・２ ３ 必　　修

１・２ ６ 必　　修

１・２ ２ 選　　択

１・２ ２ 選　　択

１・２ ２ 選　　択

１・２ ２ 選　　択

１・２ ２ 選　　択

１・２ ２ 選　　択

１・２ ２ 選　　択

１・２ ２ 選　　択

　医療情報学 １・２ ２ 選　　択

　精神神経科学 １・２ ２ 選　　択

　生活環境と健康の科学 １・２ ２ 選　　択

　環境生理学 １・２ ２ 選　　択

　免疫学（生体防御システム学） １・２ ２ 選　　択

　生体情報伝達学 １・２ ２ 選　　択

　病態生理に基づいた薬物治療学 １・２ ２ 選　　択

　腫瘍の発生・増殖とその制御 １・２ ２ 選　　択

１・２ ２ 選　　択

　地域医療学 １・２ ２ 選　　択

　医療社会学 １・２ ２ 選　　択

１・２ ２ 選　　択

　医療のための光工学の基礎 ○ １・２ ２ 選　　択

　機能性物質・食品の応用の基礎 ○ １・２ ２ 選　　択

　医生物学への数学・情報科学の接点 ○ １・２ ２ 選　　択

○ １・２ ２ 選　　択

　理工医学のための生物材料学の基礎 ○ １・２ ２ 選　　択

○ １・２ ２ 選　　択

○ １・２ ２ 選　　択

１・２ 1 選　　択

１・２ 1 選　　択

１・２ 1 選　　択

  大学院連携科目（別に定める） １・２ 選　　択

　発明の権利化と社会貢献

　リハビリテーション医学

　先天代謝異常学・臨床遺伝学

  医食同源の科学

単　位　数

　全授業科目のうち，必修科目２２単位及び選択科目から４科目以上で８単位以上計３０単位以上
を修得する。

（備考）

　放射線の医療応用と同位元素の水環境への影響Ⅰ

　発生工学・実験動物学

　再生医学・組織工学

　臨床医学概論

  学際プレゼンテーション入門

  研究力とキャリアデザイン

　母子保健・教育

　持続性科学とSDGs

医理工農
連携プロ
グラム開
設科目

　老年医学

　抗悪性腫瘍薬の臨床薬物動態学

　医の倫理学

　社会医学

　胎児・生殖医学

　医科学演習

  研究と倫理

必修・選択
の別

授　　業　　科　　目
授業を行
う年次

　生命科学概論

　医科学特別研究

　病理病態学

　臨床・社会・環境医学と高度情報学の接点

　人体形態学

　人体機能学



別表第３（第１１条第３項関係）

（２）がん専門薬剤師養成コース

講義 演習
実験
実習

１ １ 必　　修

１ ２ 必　　修

１ ２ 必　　修

１ ２ 必　　修

１ ２ 必　　修

１ ２ 必　　修

１ ２ 必　　修

　病態生理に基づいた薬物治療学 １ ２ 必　　修

　腫瘍の発生・増殖とその制御 １ ２ 必　　修

１ ２ 必　　修

１・２ ３ 必　　修

１・２ ６ 必　　修

１・２ ２ 選　　択

１・２ ２ 選　　択

１・２ ２ 選　　択

１・２ ２ 選　　択

１・２ ２ 選　　択

１・２ ２ 選　　択

１・２ ２ 選　　択

１・２ ２ 選　　択

１・２ ２ 選　　択

１・２ ２ 選　　択

１・２ ２ 選　　択

１・２ ２ 選　　択

１・２ ２ 選　　択

１・２ ２ 選　　択

　地域医療学 １・２ ２ 選　　択

　医療社会学 １・２ ２ 選　　択

１・２ ２ 選　　択

　医療のための光工学の基礎 ○ １・２ ２ 選　　択

　機能性物質・食品の応用の基礎 ○ １・２ ２ 選　　択

　医生物学への数学・情報科学の接点 ○ １・２ ２ 選　　択

○ １・２ ２ 選　　択

　理工医学のための生物材料学の基礎 ○ １・２ ２ 選　　択

○ １・２ ２ 選　　択

　発明の権利化と社会貢献 ○ １・２ ２ 選　　択

  研究と倫理 １・２ 1 選　　択

  学際プレゼンテーション入門 １・２ 1 選　　択

  研究力とキャリアデザイン １・２ 1 選　　択

  大学院連携科目（別に定める） １・２ 選　　択

授　　業　　科　　目

医理工農
連携プロ
グラム開
設科目

授業を行
う年次

単　位　数
必修・選択

の別

　生命科学概論

　人体形態学

　人体機能学

　病理病態学

　社会医学

　医の倫理学

　臨床医学概論

　抗悪性腫瘍薬の臨床薬物動態学

　医科学演習

　医科学特別研究

　老年医学

　リハビリテーション医学

　先天代謝異常学・臨床遺伝学

　胎児・生殖医学

　発生工学・実験動物学

　再生医学・組織工学

  医食同源の科学

　母子保健・教育

　医療情報学

　放射線の医療応用と同位元素の水環境への影響Ⅰ

（備考）　全授業科目のうち，必修科目２８単位及び選択科目から１科目以上で２単位以上計３０単位以上を
　　　　修得する。

　精神神経科学

　生活環境と健康の科学

　環境生理学

　免疫学（生体防御システム学）

　生体情報伝達学

　臨床・社会・環境医学と高度情報学の接点

　持続性科学とSDGs



別表第３（第１１条第３項関係）

（３）地域医療支援コーディネータ養成コース

講義 演習
実験
実習

１・２ １ 必　　修

１・２ ２ 必　　修

１・２ ２ 必　　修

１・２ ２ 必　　修

１・２ ４ 必　　修

１・２ ４ 必　　修

１・２ ５ 必　　修

１・２ ２ 選　　択

１・２ ２ 選　　択

１・２ ２ 選　　択

１・２ ２ 選　　択

１・２ ２ 選　　択

　老年医学 １・２ ２ 選　　択

１・２ ２ 選　　択

１・２ ２ 選　　択

１・２ ２ 選　　択

１・２ ２ 選　　択

１・２ ２ 選　　択

１・２ ２ 選　　択

１・２ ２ 選　　択

　医療情報学 １・２ ２ 選　　択

　精神神経科学 １・２ ２ 選　　択

　生活環境と健康の科学 １・２ ２ 選　　択

　環境生理学 １・２ ２ 選　　択

　免疫学（生体防御システム学） １・２ ２ 選　　択

　生体情報伝達学 １・２ ２ 選　　択

　病態生理に基づいた薬物治療学 １・２ ２ 選　　択

　腫瘍の発生・増殖とその制御 １・２ ２ 選　　択

　抗悪性腫瘍薬の臨床薬物動態学 １・２ ２ 選　　択

１・２ ２ 選　　択

　医療のための光工学の基礎 ○ １・２ ２ 選　　択

　機能性物質・食品の応用の基礎 ○ １・２ ２ 選　　択

　医生物学への数学・情報科学の接点 ○ １・２ ２ 選　　択

○ １・２ ２ 選　　択

　理工医学のための生物材料学の基礎 ○ １・２ ２ 選　　択

○ １・２ ２ 選　　択

　発明の権利化と社会貢献 ○ １・２ ２ 選　　択

  研究と倫理 １・２ 1 選　　択

  学際プレゼンテーション入門 １・２ 1 選　　択

  研究力とキャリアデザイン １・２ 1 選　　択

  大学院連携科目（別に定める） １・２ 選　　択

　臨床・社会・環境医学と高度情報学の接点

　放射線の医療応用と同位元素の水環境への影響Ⅰ

（備考）　全授業科目のうち，必修科目２０単位及び選択科目から５科目以上で１０単位以上計３０単位以上を
　　　　修得する。

　リハビリテーション医学

　先天代謝異常学・臨床遺伝学

　胎児・生殖医学

　発生工学・実験動物学

　再生医学・組織工学

  医食同源の科学

　持続性科学とSDGs

　人体形態学

　人体機能学

　病理病態学

　社会医学

　医の倫理学

　母子保健・教育

　臨床医学概論

  地域医療学

  医療社会学

　地域医療実習Ⅰ

　地域医療実習Ⅱ

　地域医療学特別研究

授　　業　　科　　目

医理工農
連携プロ
グラム開
設科目

授業を行
う年次

単　位　数
必修・選択

の別

　生命科学概論



別表第３（第１１条第３項関係）

（４）医療シミュレータ教育指導者養成コース

講義 演習
実験
実習

１・２ １ 必　　修

１・２ ２ 必　　修

１・２ ２ 必　　修

１・２ ２ 必　　修

１・２ ６ 必　　修

１・２ ６ 必　　修

１・２ ５ 必　　修

１・２ ２ 選　　択

１・２ ２ 選　　択

１・２ ２ 選　　択

１・２ ２ 選　　択

１・２ ２ 選　　択

　老年医学 １・２ ２ 選　　択

１・２ ２ 選　　択

１・２ ２ 選　　択

１・２ ２ 選　　択

１・２ ２ 選　　択

１・２ ２ 選　　択

１・２ ２ 選　　択

１・２ ２ 選　　択

　医療情報学 １・２ ２ 選　　択

　精神神経科学 １・２ ２ 選　　択

　生活環境と健康の科学 １・２ ２ 選　　択

　環境生理学 １・２ ２ 選　　択

　免疫学（生体防御システム学） １・２ ２ 選　　択

　生体情報伝達学 １・２ ２ 選　　択

　病態生理に基づいた薬物治療学 １・２ ２ 選　　択

　腫瘍の発生・増殖とその制御 １・２ ２ 選　　択

　抗悪性腫瘍薬の臨床薬物動態学 １・２ ２ 選　　択

１・２ ２ 選　　択

　医療のための光工学の基礎 ○ １・２ ２ 選　　択

　機能性物質・食品の応用の基礎 ○ １・２ ２ 選　　択

　医生物学と数学・情報科学の接点 ○ １・２ ２ 選　　択

○ １・２ ２ 選　　択

　理工医学のための生物材料学の基礎 ○ １・２ ２ 選　　択

○ １・２ ２ 選　　択

　発明の権利化と社会貢献 ○ １・２ ２ 選　　択

  研究と倫理 １・２ 1 選　　択

  学際プレゼンテーション入門 １・２ 1 選　　択

  研究力とキャリアデザイン １・２ 1 選　　択

  大学院連携科目（別に定める） １・２ 選　　択

授　　業　　科　　目

医理工農
連携プロ
グラム開
設科目

授業を行
う年次

単　位　数
必修・選択

の別

　生命科学概論

　臨床医学概論

　地域医療学

　医療社会学

　シミュレータ教育実習Ⅰ

　シミュレータ教育実習Ⅱ

　シミュレータ教育特別研究

　人体形態学

　人体機能学

　病理病態学

　社会医学

　医の倫理学

　リハビリテーション医学

　臨床・社会・環境医学と高度情報学の接点

　放射線の医療応用と同位元素の水環境への影響Ⅰ

（備考）　全授業科目のうち，必修科目２４単位及び選択科目から３科目以上で６単位以上
        計３０単位以上を修得する。

　先天代謝異常学・臨床遺伝学

　胎児・生殖医学

　発生工学・実験動物学

　再生医学・組織工学

  医食同源の科学

　母子保健・教育

　持続性科学とSDGs



別表第３（第１１条第３項関係）

（５）地域包括ケア人材養成コース（医療経営重点）

講義 演習
実験
実習

　地域医療学 １・２ ２ 必　　修

　医療社会学 １・２ ２ 必　　修

  医療経営学 １・２ ２ 必　　修

  医療管理学 １・２ ２ 必　　修

  地域包括ケア実習Ⅰ １・２ ３ 必　　修

  地域包括ケア実習Ⅱ １・２ ３ 必　　修

  地域包括ケア特別研究 １・２ ４ 必　　修

　生命科学概論 １・２ １ 選　　択

　人体形態学 １・２ ２ 選　　択

　人体機能学 １・２ ２ 選　　択

　病理病態学 １・２ ２ 選　　択

　社会医学 １・２ ２ 選　　択

　医の倫理学 １・２ ２ 選　　択

　臨床医学概論 １・２ ２ 選　　択

　老年医学 １・２ ２ 選　　択

　リハビリテーション医学 １・２ ２ 選　　択

　先天代謝異常学・臨床遺伝学 １・２ ２ 選　　択

　胎児・生殖医学 １・２ ２ 選　　択

　発生工学・実験動物学 １・２ ２ 選　　択

　再生医学・組織工学 １・２ ２ 選　　択

  医食同源の科学 １・２ ２ 選　　択

　母子保健・教育 １・２ ２ 選　　択

　医療情報学 １・２ ２ 選　　択

　精神神経科学 １・２ ２ 選　　択

　生活環境と健康の科学 １・２ ２ 選　　択

　環境生理学 １・２ ２ 選　　択

　免疫学（生体防御システム学） １・２ ２ 選　　択

　生体情報伝達学 １・２ ２ 選　　択

　病態生理に基づいた薬物治療学 １・２ ２ 選　　択

　腫瘍の発生・増殖とその制御 １・２ ２ 選　　択

　抗悪性腫瘍薬の臨床薬物動態学 １・２ ２ 選　　択

１・２ ２ 選　　択

　医療のための光工学の基礎 ○ １・２ ２ 選　　択

　機能性物質・食品の応用の基礎 ○ １・２ ２ 選　　択

　医生物学と数学・情報科学の接点 ○ １・２ ２ 選　　択

　臨床・社会・環境医学と高度情報学の接点 ○ １・２ ２ 選　　択

　理工医学のための生物材料学の基礎 ○ １・２ ２ 選　　択

　放射線の医療応用と同位元素の水環境への影響Ⅰ ○ １・２ ２ 選　　択

　発明の権利化と社会貢献 ○ １・２ ２ 選　　択

  研究と倫理 １・２ 1 選　　択

  学際プレゼンテーション入門 １・２ 1 選　　択

  研究力とキャリアデザイン １・２ 1 選　　択

  大学院連携科目（別に定める） １・２ 選　　択

（備考）　全授業科目のうち，必修科目１８単位及び選択科目から６科目以上で１２単位以上計３０単位以上
を修得する。

授　　業　　科　　目

医理工農
連携プロ
グラム開
設科目

授業を行
う年次

単　位　数
必修・選択

の別

　持続性科学とSDGs



別表第４（第１１条第３項関係）

講義 演習

看護援助学特論 ２

看護援助学演習 ２

看護管理学特論 ２

看護管理学演習 ２

地域・在宅看護学特論 ２

地域・在宅看護学演習 ２

母子看護学特論 ２

母子看護学演習 ２

がん看護学特論 ２

がん看護学演習 ２

高齢者看護学特論 ２

高齢者看護学演習 ２

助産学特論 ２

看護学特別研究 ８ 全コース必修

リスクマネジメント論 ２

看護人材育成論 ２

看護情報管理論 ２

保健医療福祉政策論 ２

老年疾患治療論 ２

認知症看護論 ２

がん看護病態生理治療学 ２

がん看護学援助論 ２

がん薬物療法看護論 ２

緩和ケア論 ２

フィジカルアセスメント ２

病態生理学 ２

臨床薬理学 ２

２

女性の精神保健学 １

異文化コミュニケーション論 １

家族看護援助論 ２

看護理論 ２

看護倫理 ２

コンサルテーション論 ２

看護研究方法演習 ２

研究と倫理 １

学際プレゼンテーション入門 １ 大学院共通科目

研究力とキャリアデザイン １

大学院連携科目（別に定める）

（備考）
　

１

１

  基盤科目は，８単位以上，専門必修科目は，各コースの特論２単位及び演習２単位並びに看護学特別研
究８単位の計１２単位，専攻するコース以外の専門必修科目の特論及び専門選択科目から１０単位以上，
合計３０単位以上を修得しなければならない。

１・２

１・２

基盤科目 １・２

１・２

１・２

１・２

２

１・２

１・２

１・２

１・２

１・２

専門必修科目 １
母子看護学コース必修

１

地域・在宅看護学コース必修

１

がん・成人看護学コース必
修

１

１

１

１

高齢者看護学コース必修
１

（１） 看護援助学コース,看護管理学コース,地域・在宅看護学コース,母子看護学コース,がん・成人看護
学コース，高齢者看護学コース

授業科目等
開講
年次

単位数
摘 要

１
看護援助学コース必修

１

１
看護管理学コース必修

１

１・２

大学院選択科目

１・２

１・２

１

１・２

専門選択科目

１・２

１・２

１・２

１・２

１・２

助産フィジカルアセストメント方法論 １・２

１・２

１・２



別表第４（第１１条第３項関係）

がん看護CNSコース

講義 演習 実習

看護援助学特論 ２

看護管理学特論 ○ ２

地域・在宅看護学特論 ２

母子看護学特論 ２

高齢者看護学特論 ２

助産学特論 ２

がん看護学特論 ○ ２

専門必修科目 がん看護学演習 ○ ２

がん薬物療法看護援助論 ○ ２

緩和ケア演習 ○ ２

がん看護学実習Ⅰ ○ ２

がん看護学実習Ⅱ ○ ２

がん看護学実習Ⅲ ○ ２

がん看護学実習Ⅳ ○ ２

がん看護学実習Ⅴ ○ ２

看護学課題研究 ○ ４

リスクマネジメント論 ２

看護人材育成論 ○ ２

看護情報管理論 ２

保健医療福祉政策論 ２

老年疾患治療論 ２

認知症看護論 ２

がん看護病態生理治療学 〇 ２

専門選択科目 がん看護学援助論 〇 ２

がん薬物療法看護論 〇 ２

緩和ケア論 〇 ２

フィジカルアセスメント 〇 ２

病態生理学 〇 ２

臨床薬理学 〇 ２

助産フィジカルアセストメント方法論 ２

女性の精神保健学 1

異文化コミュニケーション論 1

家族看護援助論 ２

看護理論 ○ ２

基盤科目 看護倫理 ○ ２

コンサルテーション論 ○ ２

看護研究方法演習 ○ ２

研究と倫理 1

大学院選択科目 学際プレゼンテーション入門 1

研究力とキャリアデザイン 1

大学院連携科目（別に定める）

（備考）
　　　必修科目３６単位及び選択必修科目８単位以上、合計４４単位以上を修得しなければならない。

単位数
摘　要

１

１

大学院共通科目

１･２

１･２

１･２

１･２

１･２

１

１

１･２

１･２

１･２

１･２

１･２

１･２

１･２

1

1

授業科目等
開講
年次

必修

１

選択
必修

１

１

１

１･２

１

１

１

（２）

１･２

２

２

２

２

１･２

１･２

１･２

１･２

１･２

１･２

１･２

１･２

１･２

１･２



別表第４（第１１条第３項関係）

老人看護CNSコース

講義 演習 実習

看護援助学特論 ２

看護管理学特論 ○ ２

地域・在宅看護学特論 ２

母子看護学特論 ２

がん看護学特論 ２

助産学特論 ２

高齢者看護学特論 ○ ２

高齢者看護学演習 ○ 　 ２

高齢者アセスメント論 ○ ２

老年高度看護実践論 ○ ２

高齢者サポートシステム論 ○ １

老年慢性期ケア演習 ○ ２

高齢者看護学実習Ⅰ ○ ６

高齢者看護学実習Ⅱ ○ ４

看護学課題研究 ○ ４

リスクマネジメント論 ２

看護人材育成論 ○ ２

看護情報管理論 ２

保健医療福祉政策論 ○ ２

老年疾患治療論 ○ ２

認知症看護論 ○ ２

がん看護病態生理治療学 ２

がん看護学援助論 ２

がん薬物療法看護論 ２

緩和ケア論 ２

フィジカルアセスメント ○ ２

病態生理学 ○ ２

臨床薬理学 ○ ２

２

女性の精神保健学 1

異文化コミュニケーション論 1

家族看護援助論 ２

看護理論 ○ ２

看護倫理 ○ ２

コンサルテーション論 ○ ２

看護研究方法演習 ○ ２

研究と倫理 1

学際プレゼンテーション入門 1

研究力とキャリアデザイン 1

大学院連携科目（別に定める）

（備考）
　必修科目３７単位及び選択必修科目８単位以上、合計４５単位以上を修得しなければならない。

摘　要

（３）

１･２

１・２

大学院選択科目

１･２

１･２ 大学院共通
科目１･２

１・２

１・２

１・２

授業科目等
開講
年次

専門選択科目

必修
選択
必修

単位数

１

１

１

１

専門必修科目 １

１

１

１

基盤科目 １・２

１・２

１

１

１・２

助産フィジカルアセストメント方法論

１・２

２

１・２

１・２

１・２

１・２

１・２

１・２

１・２

１・２

１・２

１・２

１・２

２

１

１

１

１

１



別表第４（第１１条第３項関係）

助産学コース

講義 演習 実習

看護援助学特論 ２

看護管理学特論 ２

地域・在宅看護学特論 ２

母子看護学特論 ２

がん看護学特論 ２

高齢者看護学特論 ２

専門必修科目 助産学特論 ○ ２

助産学演習 ○ ２

生殖器病態生理学 ○ 1

助産薬理学 ○ 1

女性の健康教育学 ○ ２

地域母子保健学 ○ 1

妊娠期助産診断・技術学 ○ 1

分娩期助産診断・技術学 ○ ２

産褥・新生児期助産診断・技術学 ○ ２

助産臨床推論 ○ 1

助産管理学 ○ ２

助産学実習Ⅰ ○ ９

助産学実習Ⅱ ○ ２

地域助産学実習 ○ ６

地域助産学演習 ○ ３

看護学課題研究 ○ ４

リスクマネジメント論 ２

看護人材育成論 ２

看護情報管理論 〇 ２

保健医療福祉政策論 ２

２

高齢者看護実践論 ２

専門選択科目 認知症看護論 ２

高齢者在宅ケアシステム論 ２

がん看護病態生理治療学 ２

がん看護学援助論 ２

がん薬物療法看護論 ２

緩和ケア論 ２

フィジカルアセスメント ○ ２

病態生理学 ○ ２

臨床薬理学 ○ ２

助産フィジカルアセスメント方法論 ○ ２

女性の精神保健学 ○ 1

異文化コミュニケーション論 ○ 1

家族看護援助論 ○ ２

看護理論 ○ ２

基盤科目 看護倫理 ○ ２

コンサルテーション論 ○ ２

看護研究方法演習 ○ ２

研究と倫理 1

大学院選択科目 学際プレゼンテーション入門 1

研究力とキャリアデザイン 1

大学院連携科目（別に定める）

（備考）
　　　必修科目５３単位及び選択必修科目８単位以上、合計６１単位以上を修得しなければならない。

１

１･２

１･２

大学院共通科目

１･２

１･２

１･２

１･２

１･２

１･２

１

１

摘　要

１

１

１

１･２

１

１

１

１

１

１･２

１

１

１

１

１

授業科目等
開講
年次

必修
選択
必修

単位数

重症者フィジカルアセスメント方法論

１

１･２

１

１･２

１

１･２

１･２

１･２

（４）

１･２

１

１

１・２

２

１･２

１・２

１･２

１･２

１･２

１･２

１･２

１･２

１･２

１


